様式１
令和　年　月　日　

実施方針等に関する説明会及び現場見学会参加申込書


令和８年７月１４日付けで公表された「大久保浄水場排水処理施設等改修・運営事業」の実施方針等に関する説明会及び現場見学会に次のとおり参加を申し込みます。

	所在地
	

	商号又は名称
	

	参加者の氏名
及び所属部署
	１
	氏名：
所属部署：

	
	２
	氏名：
所属部署：

	
	３
	氏名：
所属部署：

	担当者
	氏名
	

	
	所属部署
	

	
	電話番号
	

	
	電子メール
	

	参加希望
	☐１　第１回（令和８年７月２３日（木））
☐２　第２回（令和８年７月２４日（金））
（※　１又は２に✓をつける。）



※１　本申込書を電子メールにより提出後、確認の電話を申込期限内に行うこと。
※２　参加者は３名以内とする。ただし、会場の都合により、参加者数を調整することがある。


様式２
令和　年　月　日　

資料閲覧申込書


令和８年７月１４日付けで公表された「大久保浄水場排水処理施設等改修・運営事業」の第１回資料閲覧に次のとおり参加を申し込みます。

	所在地
	

	商号又は名称
	

	閲覧希望日時
	第１希望
	年月日：令和　年　月　日
希望時間：（１又は２に✓をつける。）
☐１　午前９時から午前11時
☐２　午後２時から午後４時

	
	第２希望
	年月日：令和　年　月　日
希望時間：（１又は２に✓をつける。）
☐１　午前９時から午前11時
☐２　午後２時から午後４時

	
	第３希望
	年月日：令和　年　月　日
希望時間：（１又は２に✓をつける。）
☐１　午前９時から午前11時
☐２　午後２時から午後４時

	参加者の氏名
及び所属部署
	１
	氏名：
所属部署：

	
	２
	氏名：
所属部署：

	
	３
	氏名：
所属部署：

	担当者
	氏名
	

	
	所属部署
	

	
	電話番号
	

	
	電子メール
	


※１　本申込書を電子メールにより提出後、確認の電話を申込期限内に行うこと。
※２　参加者は３名以内とする。


様式３
令和　年　月　日　

　埼玉県公営企業管理者


所在地　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　印


守秘義務の遵守に関する誓約書


令和８年７月１４日付けで公表された「大久保浄水場排水処理施設等改修・運営事業」（以下、「本事業」という。）における技術提案等を検討することを目的（以下、「本目的」という。）として、資料の閲覧を希望するため、本誓約書を提出します。
資料の閲覧に当たり、次の事項を遵守することを誓約します。

第１条（利用の目的）
１　当社は、本目的のためにのみ資料の閲覧をし、本目的以外の目的のために資料を利用しません。
２　当社は、本目的を達するため必要な範囲及び方法で、当社が業務を委託する弁護士、公認会計士、税理士等に対し、資料の全部又は一部を開示することができるものとします。
３　当社は、本目的を達するため必要な範囲及び方法で、埼玉県企業局（以下、「企業局」といいます。）に対して、事前の書面による通知を行った上で、当社の関連会社（ここでいう関連会社とは当社が出資を受けている親会社並びに当社の連結子会社及び当社の持分法適用会社を指します。）及び協力企業（本目的に関し、協力を依頼する者等を指します。以下「第二次被開示者」と総称します。）に対し、資料の全部又は一部を開示することができるものとします。
４　当社は、自らの責任において、前２項の定めにより資料の全部又は一部の開示を受けた者に対しても本誓約書に定める義務を遵守させるものとし、これらの者が本誓約書に定める義務に違反した場合には、当社が本誓約書に違反したとみなされて責任を負うことを約束します。
５　当社は、資料の閲覧時に企業局から開示を受けた全ての資料が、参考という位置づけであるものと認識し、その内容の正確性について、企業局に対して一切責任を追及しないことを約束します。

第２条（秘密の保持）
当社は、企業局から開示を受けた資料を秘密として保持するものとし、前条に定める場合又は企業局の事前の承諾がある場合を除き、第三者に対して開示しません。
なお、企業局の承諾は、当社及び第二次被開示者ごとに個別に受けるものとします。
　　　
第３条（善管注意義務）
当社は、企業局から開示を受けた閲覧資料を、善良な管理者としての注意をもって取り扱うことを約束します。
　　　
第４条（個人情報の取扱い）
当社は、企業局から開示を受けた閲覧資料のうち、個人情報に該当するものについては、法令等により企業局及び当社に認められる範囲内でのみ利用、保持し、かつ、法令等により企業局及び当社に要求されるところに従い適切な管理を行うことを約束します。
　　　
第５条（期間）
本書に基づき当社が負う義務は、本事業にかかる公募終了後であっても、存続するものとします。
　　　
第６条（損害賠償義務）
当社が本書に違反したことにより秘密が漏洩した場合、当社は、それにより企業局に生じた損害を賠償することを約束します。
　　　
第７条（書類の破棄）
１　企業局から開示を受けた資料は、本目的のために遂行する業務が終了した時点で、第三者が解読できないようにすべての電子データ（写真含む）及び印刷物を速やかにかつ確実に破棄することを約束します。また、この場合において、第二次被開示者に対して資料の全部又は一部を開示していたときは、当該第二次被開示者に対しても、同様に破棄させることを約束します。
２　法令等又は司法機関若しくは行政機関の判決、決定、命令等により資料の情報を保持することが義務付けられ、前項に規定された資料の破棄ができない場合、当社及び第二次被開示者は、その理由を付して破棄予定日を企業局に通知し、情報保持を義務付けられた期間経過後、速やかに破棄することを約束します。
３　当社及び第二次被開示者は、前２項の規定に基づき資料を破棄したときは、企業局に対し、その旨報告します。

第８条（その他）
当社は、第１条から第７条までに定めるほか、守秘義務に必要な措置を講じます。

以上

様式４
令和　年　月　日　

実施方針等に関する質問書


令和８年７月１４日付けで公表された「大久保浄水場排水処理施設等改修・運営事業」の実施方針等について、別紙のとおり質問を提出します。

	所在地
	

	商号又は名称
	

	担当者
	氏名
	

	
	所属部署
	

	
	電話番号
	

	
	電子メール
	





様式４別紙

質問表　　　　　　　　　　　　＊　大：第１，第２など、中：１，２など、小：⑴，⑵など、他：これら以外　を記載のこと。
	No.
	資料名
実施方針（案），募集要項など
	頁
	項目＊
	質問内容

	
	
	
	大
	中
	小
	他
	

	例
	実施方針（案）
	6
	第２
	２
	⑵
	ア（カ）c
	「○○○○・・・」と記載がありますが、～～

	1
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	
	


※１　質問数に応じて適宜、行を追加すること。ただし、列の追加やセルの結合は禁止する。
※２　１つの質問につき、１つのセルに記載すること（同一箇所を対象として複数の質問を行う場合であっても、内容ごとに質問を分けて、別のセルに記載すること。なお、この場合、それぞれの質問について項目の記載を省略しないこと。）。
※３　質問はそれぞれで完結するように記載すること（回答公表時には他の提出者の質問と統合し、採番し直すため、質問文中で他の質問番号を参照しないこと。）。
※４　本質問書はMicrosoft Word形式のまま作成し提出すること。

様式５
令和　年　月　日　

実施方針等に関する意見書


令和８年７月１４日付けで公表された「大久保浄水場排水処理施設等改修・運営事業」の実施方針等について、別紙のとおり意見を提出します。

	所在地
	

	商号又は名称
	

	担当者
	氏名
	

	
	所属部署
	

	
	電話番号
	

	
	電子メール
	





様式５別紙

意見表　　　　　　　　　　　　＊　大：第１，第２など、中：１，２など、小：⑴，⑵など、他：これら以外　を記載のこと。
	No.
	資料名
実施方針（案），募集要項など
	頁
	項目＊
	意見内容

	
	
	
	大
	中
	小
	他
	

	例
	実施方針（案）
	6
	第２
	２
	⑵
	ア（カ）c
	「○○○○・・・」と記載がありますが、～～

	1
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	
	


※１　意見数に応じて適宜、行を追加すること。ただし、列の追加やセルの結合は禁止する。
※２　１つの意見につき、１つのセルに記載すること（同一箇所を対象として複数の意見を行う場合であっても、内容ごとに意見を分けて、別のセルに記載すること。なお、この場合、それぞれの意見について項目の記載を省略しないこと。）。
※３　本意見書はMicrosoft Word形式のまま作成し提出すること。
※４　意見に対しての回答は行わない。

